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目に は 青 葉 山 ほ と と ぎ す 初 鰹  山口素堂

つい先 日新年を迎えたばかりと思つていたらいつの間にか
一年の 3分の 1が過ぎ、間もなく「立夏」を迎えます。

昔から「今朝の夏」と言 う言葉がありますが、立夏の朝には、
窓を開ければ昨 日までと同じ風景のはずなのに、空の青さや

流れる雲、吹く風の匂いまで春 とは違 う気配が感 じられます。
冒頭の俳句には日にも鮮やかな「青葉」、美 しい鳴き声の「ほととぎす」、食べておいし
い「初鰹」と春から夏にかけ人々が好んだものが生き生きと俳句に詠まれています。
正に「夏立つ !」 、そんな生命力に満ちた季節の到来です。

壇信徒の皆様方には益々御清栄のこととお慶び申し上げます。平素は、当山護持隆盛

に何かと御支援御協力を賜 りまして誠にありがとうございます。
ようやくコロナウイルスもようやく五類に移行することにより、感染症対策の段階が

緩やかになり、各行事も従来のような形で取 り組むことが可能になりました。今後も引
き続いて感染対策等に留意 しながら各事業を推進 して参 りたいと存 じますので、皆様方
の御参加、御協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

【春 彼 岸 会 の様 子 か ら】
3月 18日 から24日 まで、春の彼岸会を厳修致しました。 21日 のお中日法要には

生憎の雨模様にもかかわらず、多くの壇信徒様や二重相伝受者の方々にお参 りをいただ

き、遠 く愛知県からご夫婦でお越 しいただいた方など、盛大に行 うことが出来ました。

新音楽法要による散華や献香献灯献華を取 り入れた法要の後、今回は浄土宗特任布教

師で五重相伝でもお世話になった勝田良樹上人に、「かけがえのない人生の御守」とい う

講題でお念仏の大切さについて御法話いただき、皆様から好評を得ることができました。
また、別紙のとお り大変多くの方々から御回向御支納をいただきました。

中日法要で全体回向、彼岸の入 りと結願法要で施主様別の回向をさせていただきました。

誠に有 り難 うございました。
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【今年度、お世話いただく西念寺各役員様を紹介させていただきます】

(敬 称 略)

会計監査

【昨年度事業・会計収支報告と本年度事業計画・予算書等の配布 について】
去る4月 29日 (土)18時 ～、檀家総代様、評議員様、会計監査役様にお集まりい

ただき、年度当初の役員会を開催 し、前年度事業報告と収支決算、本年度事業計画と予
算等について御協議いただきました。

当日協議いただきました内容につきまして、檀信徒各位に文書報告させていただきま

すので、御一読いただきまして御意見や御質問等ございましたらから、お寺まで御連絡
いただきますようお願い申し上げます。

また、コロナで延期になってお りました観音堂や鐘楼等の再建に関わる第二期工事に
つきまして、皆様方の御意見を伺いながら前向きに取 り組んでいければと存じます。

【永 代 祠 堂金 御 寄進 の お知 らせ】
橋本裕嗣氏より故橋本ヤエノ氏の一周忌法要をお勤めいただいた折、永代祠堂の御寄進

をいただきました。橋本ヤエノ氏は永年にわたり尼講会員として各行事に御参加いただき、
寺門興隆に御活躍いただきました。今後、お施餓鬼法要並びに月命 日には謹んで永代供養
を勤めさせていただきます。誠に有 り難 うございました。

・永代祠堂料 金 30万円 為 水誉八功栄信禅定尼菩提 (故 橋本 ヤエノ 氏)

施 主  橋 本 裕 嗣 氏

【特 別 寄進 御 寄 附 の お知 らせ 】
今回、吉岡武彦氏より特別寄進の御寄付をいただきました。仏像や仏具の更新、また

観音堂の移設や鐘楼並びに山門の再建等の第二期工事を控え、まだまだ資金が必要の中、
貴重な御寄進をいただき、厚 く御礼申し上げます。使途につきましては施主様 と相談さ
せていただき有効に活用させていただきます。

・特 別 寄 進  金 100万 円    施 主  吉 岡 武 彦 氏
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